
なまえ ひづけ がつ にち

1 したいことと、その方法を線でむすぼう。

とけ残りを液と分ける 水をじょう発させる

食塩水から食塩を取り出す 冷やす

ミョウバンの液からつぶを多く
出す

ろ過する

2 正しいものに○、まちがっているものに×を書こう。

1
水よう液の重さは、水の重さと、とかしたものの重さの和にな
る。

2
同じ温度なら、水の量を半分にすると、とける量もおよそ半分に
なる。

3 食塩は、水の温度を上げると、とける量が大きくふえる。

3 □に数を書こう。

1 水50gに食塩12gをとかすと、全体の重さは g

2
60℃の水50mLにミョウバン20gをとかし、30℃に冷やす
と出てくるのは（30℃では8.3gまでとける）

g

ヒント

食塩とミョウバンの、温度によるとけ方のちがいを

思い出して考えよう。
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